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ために、2 つの質的研究方法を用いて analysis triangulation を実施した。Step1 では 22
名全員の看護師の self-efficacy の構造について Krippendorff  (1980/1989)の手法による内

































結  論：2 つの質的研究方法を用いて analysis triangulation を実施した結果、「専門職
としての自覚と充実感・自己コントロール可能感・ポジティブ性・信頼・人間関係志
向」が同様に記述された。看護師がいきいき働く経験の意味は、「看護実践において、
看護師が主体的で能動的に生き（主体性）、専門職としての時間的展望をもち（時間性）、
看護対象や協働者との間の望ましい雰囲気を維持し（空間性）、自己の知覚と感性を十分に
活用し発揮して（身体性）、看護対象や協働者との信頼関係を築いて（関係性）、専門職と
して成長し続けながらケアしていくこと（経験の更新）」であった。活気が感じられる病
棟の看護チームには、心身共に健康で自己の力を発揮でき、専門職として自律した看
護師が存在した。看護管理者からの支えがあることで安心して働き、仲間と信頼し合い、
後進を育成し、チームワークが発揮されるチームの特徴が現れていた。  
 
